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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 

本研究では、PNIPAmゲル粒子内のブレンステッド酸のpKaを調節することで、タンパク質の吸着およ

びCO2の可逆的な吸脱着性を設計する手法を開発している。PNIPAmの体積相転移、重合条件による微

小環境の制御およびブレンステッド酸の分子設計によって、 pKaを幅広い範囲で自在に制御し、タン

パク質やCO2の分離材料を開発できることを示している。これらの成果は、化学システム工学上重要

な知見を得たものとして価値ある業績と認められる。よって、本論文は博士（工学）の学位論文に

値するものと認める。 

 


